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今月の題字

いつも書に向かう際には、

自然体で「無我」になって挑

んでいます。今回は、流れを

考え行書で力強い線でと思い

書いてみました。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成24年９月30日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい

ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年５月31日現在）

１３,５７９,９０７円
※日本赤十字社を通じて、被災 

された方々へ配分されます。

阿久根市文化協会

会長　川
かわ

﨑
さき

　勲
いさお

さん
（尾崎区）

義援金を受け付けています

今月の表紙

５月31日から始まった『チ
ャレンジアップスイミング』
教室。市内の小学２～６年生
の泳ぎが苦手な子どもなどを
対象とした水泳教室で、今年
は192名の元気な子どもたち
が通っています。

　
月
20

日
、
市
総
合
体
育
館
で
、
阿

久
根
市
制
施
行
60

周
年
を
記
念
し
た

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
生
放
送

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
予
選
会
で
は
、
応
募
総
数
約

800

組
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
250

組
が
出
場

し
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

受
付
会
場
で
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
に

は
、
午
前
11

時
の
開
場
を
待
つ
大
勢
の

観
覧
者
が
早
朝
か
ら
詰
め
か
け
て
い
ま

し
た
。

生
放
送
本
番
で
は
、
前
日
の
予
選
を

通
過
し
た
出
場
者
20

組
が
熱
唱
し
、
５

組
が
合
格
。
観
覧
席
か
ら
は
出
場
者
を

応
援
す
る
横
断
幕
や
声
援
が
送
ら
れ
る

な
ど
、
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。
同
番

組
を
通
じ
、
阿
久
根
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５

予
選
250
組
出
場

阿久根市制施行60周年記念「NHKのど自慢」

のど自慢 が阿久根にやって来た♪

「NHKのど自慢」の公開生放送（阿久根市総合体育館）

力が入ります

今年の華の50歳組ただ今熱唱中

大漉区の虚無僧
鹿児島毘沙門太鼓響流の仲間が
勇壮に舞い華を添える
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のど自慢 が阿久根にやって来た♪

歌 も ポーズ も 衣 装 も
バッチリ、キマってます

「三味線姉妹」を歌い、
鐘３つを鳴らして合格

参加者に拍手を送る観覧者

本
選
20
組
出
場

『今週のチャンピオン』
大好きな祖父のために「兄弟船」を熱唱

会場入りする観覧者偉大な父に捧げたい
お父さんのために
歌います

ガンバレY阿久根中学校
の子どもたち

「おふくろさん」を歌い、『特別賞』
を受賞された宮元司郎さん

（阿久根市）

ＪＡ鹿児島いずみの職員２人組
阿久根の文旦やデコポンなどを
紹介してくれました

「未来ーミライー」を歌う赤木若菜さん
鐘３つで合格です　　　　　（阿久根市）

子どもに届け「勇気100％」

の
ど
自
慢
が
阿
久
根
に
や
っ
て
来
た
♪
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、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
行
わ
れ

た
淵
上
誠
選
手
初
の
世
界
戦
（
日
本
人

で
同
級
の
世
界
戦
は
、
日
本
未
公
認
を

含
め
て
史
上
５
例
目
）
は
、
残
念
な
が

ら
３
回
Ｔ
Ｋ
Ｏ
負
け
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
１
回
終
了
間
際
に
右
目
上

の
部
分
を
切
っ
て
出
血
し
、
初
回
か
ら

厳
し
い
試
合
展
開
と
な
り
ま
す
。
２
回

に
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
傷
口
を
巧
み
に

狙
わ
れ
て
ダ
ウ
ン
。そ
し
て
３
回
に
は
、

再
び
ダ
ウ
ン
を
奪
わ
れ
、
レ
フ
ェ
リ
ー

ス
ト
ッ
プ
で
試
合
は
終
了
し
、
王
座
奪

取
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
後
の
淵
上
選
手
の
コ
メ
ン
ト 

で
す
。

「
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
は
す
ご
く
い
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

何
も
か
も
が
初
め
て
な
こ
と
ば
か
り

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
周
り
の
協
力
、
応
援
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
大
応
援
団
Y
が
嬉
し
く
て
た
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

僕
は
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
周
り

に
作
っ
て
も
ら
い
試
合
に
挑
め
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
力
も
強
い
で
し
た

が
、
人
間
的
に
尊
敬
で
き
る
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
で
し
た
。

今
は
休
ん
で
か
ら
も
う
一
度
世
界
を

目
指
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

（
協
力

八
王
子
中
屋
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
）

再
び
世
界
挑
戦
す
る
淵
上
選
手
に
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
当
時
、
阿
久
根
ボ
ク
シ
ン
グ
協

会
で
練
習
し
て
い
た
の
は
小
さ
い
子

ば
か
り
で
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
が
で
き

な
い
環
境
だ
っ
た
け
ど
、
淵
上
は
め

げ
ず
に
コ
ツ
コ
ツ
練
習
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
練
習
で
疲
れ
て
体
が
へ

と
へ
と
の
は
ず
な
の
に
、
全
然
へ
こ

た
れ
ず
、
教
え
に
耳
を
貸
し
、
ど
ん

ど
ん
吸
収
し
て
い
く
子
だ
っ
た
。

八
王
子
中
屋
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の

中
屋
会
長
は
、
淵
上
の
『
良
さ
』
を

う
ま
く
引
き
出
し
て
く
れ
た
と
思
う
。

淵
上
は
、
今
回
の
経
験
を
も
と
に
、

ま
だ
ま
だ
強
く
な
っ
て
挑
戦
し
て
行

け
る
と
思
っ
て
い
る
。」

と
話
す
の
は
、
淵
上
選
手
が
高
校
２

年
の
と
き
に
阿
久
根
ボ
ク
シ
ン
グ
協

会
の
門
を
叩
い
た
際
、
基
礎
か
ら
指

導
を
行
っ
た
冨
吉
純
男
さ
ん
。

ま
た
、
同
協
会
の
山
口
士
郎
さ
ん

は
、「
ぜ
ひ
、
故
郷
で
試
合
を
し
て

ほ
し
い
。
後
輩
た
ち
の
す
ご
い
励
み

に
な
る
は
ず
。」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

淵
上
選
手
に
練
習
方
法
を
教
え
て

い
た
内
園
智
雄
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
務

め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
毎
週

水
・
土
曜
に
練
習
し
て
お
り
、
会
員

は
５
名
。
８
年
後
の
鹿
児
島
国
体
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

同
会
員
の
中
学
２
年
の
橋
崎
健
太

さ
ん
は
、「
ま
ず
は
九
州
チ
ャ
ン
プ
が

目
標
。
す
ぐ
に
追
い
つ
き
ま
す
か
ら

淵
上
選
手
、待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

５
月
12
日

（写真提供：山田純男）

■ＷＢＡ世界ミドル級タイトルマッチ12回戦

アクネ大使淵上 誠選手 世界王者奪取ならず
（日野自動車株式会社勤務）

アクネ大使　淵上　誠選手
（黒之上区出身）

冨吉純男さん（右）と、
山口士郎さん（左）

今
回
の
試
合
を
ふ
り
返
り

地
元
で
は

淵
上
選
手
の
出
身
と
な
っ
た

阿
久
根
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
で
は阿久根ボクシング協会で

練習をしている会員の皆さん
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月
21

日
、
午
前
７
時
21

分
ご
ろ
、

阿
久
根
市
で
薄
い
雲
の
切
れ
間
か
ら
リ

ン
グ
状
に
つ
な
が
っ
た
『
金
環
日
食
』

を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

内
で
は
昭
和
62

年
の
沖
縄
県
以
来
、
25

年
ぶ
り
の
観
測
で
す
。

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
貴
重
な
体

験
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
や
先

生
、
保
護
者
ら
が
手
作
り
の
日
食
グ
ラ

ス
な
ど
を
使
っ
て
観
測
し
て
い
ま
し

た
。鶴

川
内
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、

「
ほ
ん
の
少
し
暗
く
な
っ
て
、
涼
し
く

な
っ
た
気
が
す
る
。」「
曇
り
空
で
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
諦
め
て
い
た
け

５

ど
、
雲
が
薄
く
な
っ
て
見
ら
れ
て
良

か
っ
た
。」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
『
金
環
日
食
』
以
降

も
、
数
年
お
き
に
部
分
日
食
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
次
に
日
本
国
内
で

『
金
環
日
食
』
が
観
測
で
き
る
の
は
、

18

年
後
の
平
成
42

年
（
２
０
３
０
年
）

６
月
１
日
、
北
海
道
と
の
こ
と
で
す
。

金環日食を

阿久根で観測
国内では25年ぶりの金環日食

虫眼鏡で金環日食を観測

日食グラスを自分たちで
作成（鶴川内中）

観測に集まった大川地区
の皆さん（大川中）

ピンホールで観測方法を
確認（鶴川内中）

ビデオを見ながら、金環日食
の説明を受ける（大川中）

（大川中学校校庭）（鶴川内中学校校庭）
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まちの話題

磯遊びを楽しみながらウニ駆除を行う
阿久根中の生徒（五色浜海岸）

大
川
中
学
校
陸
上
部
の
松
永
大
聖
さ

ん
が
、
出
水
市
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
「
出
水
・
伊
佐
地
区
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会
」
で
、
走
高
跳

の
出
水
地
区
大
会
新
記
録
と
な
る
１
ｍ

90

㎝
を
マ
ー
ク
（
２
位
の
記
録
は
１
ｍ

60

㎝
）
し
、
７
月
22

日
、
23

日
に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
出
水
地
区
大
会
の
同
種

目
記
録
は
、
昭
和
47

年
に
出
さ
れ
た
１

ｍ
78

㎝
で
、
40

年
ぶ
り
に
12

㎝
も
記
録

を
更
新
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
記
録
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ 

ル
の
成
績
と
の
こ
と
で
、「
県
大
会
で

は
２
ｍ
を
目
指
し
、
１
位
で
全
国
大
会

へ
行
き
た
い
で
す
。」
と
松
永
大
聖
さ
ん

は
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
、
松
永
大
聖
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
大
川
中
学
校
陸
上
部

は
、
部
員
６
名
と
少
な
い
中
、
３
種
目

３
名
が
県
大
会
出
場
と
い
う
快
挙
を
達

成
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
大
会
で
県
大
会
出
場
（
４

位
以
上
が
出
場
）
が
決
定
し
て
い
る
市

松永大聖さん（左から２人目）と大川中学校陸上部の皆さん

大
川
中
　
大
会
新
で

県
大
会
出
場
Y

17日
5月

内
の
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
阿
久
根
中
学
校

・
男
子
11

種
目
、
９
名

※
う
ち
４
種
目
が
１
位

・
女
子
７
種
目
、
７
名

※
う
ち
４
種
目
が
１
位

◇
三
笠
中
学
校

・
男
子
２
種
目
、
２
名

・
女
子
４
種
目
、
２
名

阿
久
根
・
三
笠
・
鶴
川
内
中
の
１
年

生
が
磯
焼
け
を
学
ぶ
校
外
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

五
色
浜
海
岸
で
は
、
阿
久
根
中
の
１

年
生
108

名
が
、『
磯
焼
け
』
の
現
状
や

「
河
南
源
兵
衛
」、「
三
月
十
日
祭
り
」

の
由
来
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
同

海
岸
で
磯
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ウ

ニ
や
ミ
ナ
の
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
川
中
で
は
、
４
月
19

日
に

牛
之
浜
海
岸
で
地
域
の
方
々
の
協
力
の

も
と
、同
様
の
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
磯
焼
け
』
を
学
ぶ

校
外
体
験
学
習

31日
5月

磯遊びの仕方について
説明を受ける阿久根中の生徒

磯焼けなどの説明を受ける 
鶴川内中の生徒（八郷海岸）

熱心にウニなどの駆除を行う
大川中の生徒（牛之浜海岸）

磯で丸干しをほおばる三笠中
の生徒（八郷海岸）
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

まちの話題

阿
久
根
小
学
校
で
、
青
少
年
赤
十
字

の
登
録
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
の
内
匠

生
樹
先
生
が
赤
十
字
の
由
来
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

そ
の
後
、
全
員
で
青
少
年
赤
十
字
の
誓

い
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
小
学
校
で
は
、
こ
の
登
録
を
機
に

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
と
併
せ
た
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指
す
と
の
こ

と
で
し
た
。

『
視
界
良
好
』
登
下
校
の
安
全
確
保

鶴
川
内
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
生
活
補
導

部
が
、
生
徒
の
安
全
な
登
下
校
を
願
っ

て
毎
年
５
月
に
校
区
内
の
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
保
護
者
と
教
職
員
の
計
17

名
で
雨
天
の
中
、
校
区
内
の
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
を
約
２
時
間
か
け
、
す
べ
て
磨
き

上
げ
ま
し
た
。
汚
れ
て
い
た
ミ
ラ
ー
も

ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
、
視
界
良
好
で
す
。

青
少
年
赤
十
字
の
登
録
式

（
阿
久
根
小
）

2日
5月

職場体験学習で船釣り体験を行う生徒

市
営
野
球
場
を
メ
イ
ン
に
開
催
さ
れ

た
「
ド
リ
ー
ム
リ
ー
グ
第
２
回
親
善
九

州
選
手
権
大
会
・
小
学
部
」
で
オ
ー
ル

阿
久
根
小
学
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

試
合
は
初
戦
、
打
線
が
爆
発
し
て

コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
、
そ
の
勢
い
で
２
連

勝
。
決
勝
は
谷
山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
を
３
対

０
の
完
封
で
退
け
、
見
事
初
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
部
員
は
15

名
と
少
な
い
も

の
の
、
花
木
監
督
の
も
と
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ル
阿
久
根
小
学
部

初
優
勝
Y

3･4日
5月

鶴
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
清
掃

20日
5月

三
笠
中
２
年
の
川
辺
剛
志
さ
ん
、
嶋

本
翔
さ
ん
、
松
木
翔
希
さ
ん
の
３
名

が
、
漁
師
の
福
浦
三
則
さ
ん
か
ら
直
々

に
漁
師
の
仕
事
を
伝
授
。
ア
ラ
カ
ブ
が

20

匹
以
上
も
釣
れ
る
大
漁
で
し
た
。
そ

の
後
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
２
万
３
千
匹
を

阿
久
根
漁
港
新
港
に
放
流
。
翌
日
は
又

間
水
産
㈲
で
魚
の
干
物
作
り
を
体
験
す

る
な
ど
、
仕
事
の
厳
し
さ
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

漁
師
や
干
物
職
人
に
一
日

弟
子
入
り
（
三
笠
中
）

30･31日
5月
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まちの話題 みんなのアルバム

６月１日、県の消防学校（日置市）
で県消防救助技術指導会が３年ぶり
に開催され、阿久根消防署の和田龍
典さんが、『はしご登はん』の種目で
見事一位入賞し、８月７日に東京都
で開催される全国大会に出場するこ
とになりました。「同僚や家族に支え
られてここまで来ました。全国３位
入賞目指してがんばります。」と和田
さんが意気込みを語ってくれました。

『はしご登はん』の種目で
一位入賞された和田龍典さん

遠く阿久根大島の島々まで望むことができる笠山観光農園
（松ヶ根区）

目 指すは全国制覇Y阿久根消防署

笠山の尾根にある『笠山観光農園』。50種類
を超える5,000株のアジサイが植えられていま
す。同園からの阿久根大島などの眺望は必見で
す。（入園料200円）

笠山観光農園が見ごろを迎えています

５月20日、尾崎区で「文旦の香と蛍と音楽
の夕べ」が開催されました。地域の活性化を
図ろうと、尾崎エコボランティアクラブが毎
年開催しているイベントで、今年で13回目。
演芸では、同区の区民らが出演する踊りや歌
などが披露され、来場者を楽しませていまし
た。

文 旦の香と蛍と音楽の夕べ −第13回−

阿久根民謡会

大会に向けて厳しい訓練を重ねていた
阿久根消防署の職員
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

まちの話題

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）みんなのアルバム

５月13日、潟区公民館で「潟区民祭」
が、区民総出で開催されました。文化
的なイベントとして取り組まれている
もので、５回目となりました。区民ら
による太鼓演奏や踊りなどのステージ
イベントのほか、絵画や書道などの展
示、鮮魚などの特産品販売などもあり、
大勢のお客さんが訪れていました。

親 睦深めた潟区民祭 −第５回−

「阿っくん」と一緒に余興を行う
潟区の子どもたち

グラウンドゴルフで交流を
深める参加者

５月27日、蓮の実園で利用者をはじめ、家族など約100名が参

加して運動会が行われ、来場者全員が参加できる種目が満載。

地域のボランティアの方々だけでなく、鶴川内小やボーイスカ

ウト阿久根第１団の子どもたちも参加し、終始歓声が上がって

いました。

赤・白組に分かれて白熱した糸巻き競争

蓮の実園で運動会

５月26日、大川中学校の校庭で、大
川郵便局長杯大川地区高齢者グラウン
ドゴルフ大会が行われ、大川地区の高
齢者20チーム、100名が参加。大川中学
校陸上部もスポット参加し、交流を深
め合っていました。

大 川郵便局長杯
大川地区高齢者グラウンドゴルフ大会

５月13日、名古屋市で設立30

周年を迎えた東海地区阿久根会
総会が盛大に開催されました。
総会には、100名を超える大勢
の本市出身の会員のほか、本市
からも西平市長をはじめ、市議
会および商工関係者らが出席
し、阿久根の近況などを報告し
ました。

ふるさとへの熱い思い

東海地区阿久根会総会に参加された皆さん

郷土募金を市へ寄附される東海地区

阿久根会会長 花田利盛さん（左）

アクネ大使 沖吉けい子さんの
歌謡ショー

アクネ大使の鳴川洋一さんと、前内
閣府審議官の福下雄二さんが、阿久根
市役所を表敬訪問。お二人は地方自治
について西平市長と歓談し、「市政発展
に寄与できることがあればぜひ協力し
たい。」と話していただきました。

表敬訪問された鳴川洋一さん（左）
と、福下雄二さん（中央）

東海地区阿久根会総会 アクネ大使 鳴川洋一さんが
表敬訪問
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の
参
加
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
夏
の
暑
さ
も

吹
き
飛
ば
す
熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を

存
分
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
参

加
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
６
月
22

日
㈮

　
　
　
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
花
火
大
会
の
中
で
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
『
個
人
花

火
』
を
今
年
も
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
花
火
は
お
祝
い
・
記
念
・
お
礼
・

プ
ロ
ポ
ー
ズ
・
感
謝
事
（
企
業
・
組
織

な
ど
の
宣
伝
色
の
あ
る
も
の
を
除
く
）

な
ど
を
記
念
花
火
と
し
て
打
ち
上
げ
る

７
月
28
日
㈯
開
催
の
ハ
ン
ヤ
踊

『
花
火
大
会
』
は
、
８
月
４
日
㈯

り
・
音
楽
パ
レ
ー
ド

に
開
催

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
２
０
２
９

（
内
線
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

も
の
で
す
。阿
久
根
市
の
花
火
大
会
で
、

思
い
出
に
残
る
記
念
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、『
個
人
花
火
』
と
は
別
に
、『
花

火
大
会
』
に
対
す
る
個
人
の
協
賛
金
も

募
集
（
阿
久
根
商
工
会
議
所
・
市
役
所

に
協
賛
用
箱
を
設
置
）
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
打
上
日
時
　
８
月
４
日
㈯

20

時
開
始
予
定

◇
打

上

料
　
３
万
円
（
税
込
）

◇
申
込
締
切
　
７
月
５
日
㈭
で
締
め
切

り
、
主
催
側
で
内
容
を
審
査
し
、
問

題
が
な
け
れ
ば
先
着
順
で
５
人（
組
）

採
用
し
ま
す
。

◇
打
上
げ
る
花
火
　
８
号
玉
（
１
発
）

※
打
上
げ
時
に
紹
介
文
を
放
送
し
、

後
日
、
打
上
げ
玉
の
レ
プ
リ
カ
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
６

阿
久
根
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、

７
月
29
日
㈰
に
開
催
の
『
歌
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
出
場
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
場
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
６
月
22

日
㈮
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
内
容

の
ど
自
慢
や
ハ
ン
ヤ
、
ソ
ー
ラ
ン
な

ど
、
元
気
が
出
る
歌
や
踊
り
で
阿
久
根

の
祭
り
を
皆
さ
ん
で
お
も
い
っ
き
り
盛

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
豪
華
賞
品
を

多
数
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所
　
女
性
会

（
阿
久
根
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

踊
っ
て
カ
ー
ニ
バ
ル
』

『
個
人
花
火
』
募
集
！

ハ
ン
ヤ
踊
り
・
音
楽
パ
レ
ー
ド

参
加
団
体
募
集
！

『
歌
っ
て
踊
っ
て
カ
ー
ニ
バ
ル
』

出
演
団
体
募
集

待
ち
に
待
っ
た

み
ど
こ
い
祭
り

昨年の音楽パレード

昨年のハンヤパレード

昨年のおどっどコンテスト

阿久根市制施行60周年記念阿久根みどこい祭り
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上
も
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
歌
い
手
と
し
て
歌
っ
て
こ

れ
た
の
は
、
い
や
、
歌
わ
せ
て
も
ら
え

た
の
は
、
家
族
や
地
元
の
友
だ
ち
、
自

分
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
、
や
っ
ぱ

り
『
阿
久
根
』
と
い
う
故
郷
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た

の
だ
と
、
心
底
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
開
催
す
る
音
楽
フ
ェ
ス
。
そ

の
す
べ
て
に
対
す
る
恩
返
し
を
す
る
つ

も
り
で
ケ
シ
ン
カ
ギ
イ
、キ
バ
り
ま
す
。

足
を
運
ん
で
く
れ
た
皆
さ
ん
が
「
こ

い
じ
ゃ
が
、
こ
い
、
こ
い
よ
Y
」
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
『
時
間
』、『
空
間
』
を

当
日
は
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、『
こ
い
じ
ゃ
が
阿
久
根
音
楽

フ
ェ
ス
２
０
１
２
』
へ
ど
う
ぞ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
出
演
者

錦
野
旦
、
中
孝
介
、
竹
原
ピ
ス
ト
ル
、 

エ
ガ
ン
セ
倉
津
義
久
（
ア
ク
ネ
大

使
）、
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
（
メ
イ
ン

ボ
ー
カ
ル
　
ア
ク
ネ
大
使
の
佐
潟
武

さ
ん
）、
Ｓ
ｕ
ｎ
Ｓ
ｅ
ｔ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ

ｈ
、
光
永
亮
太
、
鹿
児
島
毘
沙
門
太

鼓
　
響
流
、
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
★
Ｐ
ｕ

ｎ
ｃ
ｈ
、
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
桜
雅
、

Ｂ
ｉ
ｇ
　
Ｂ
Ｅ
Ｎ
、
Ｙ
ｕ
ｔ
ａ
ｋ
ａ

◇
開
催
日
時
　
８
月
４
日
㈯

12

時
30

分
開
場

◇
会
　
　
場
　
阿
久
根
市
総
合
体
育
館

◇
前

売

券
　
一
　
般
　
２
０
０
０
円

中
高
生
　
１
５
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
０
円

※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

商
工
観
光
課
、
三
笠
支
所
、
大
川
出

張
所
、
市
民
会
館
で
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

こ
い
じ
ゃ
が
阿
久
根
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
４
６
９

尾崎
０
９
０
（
８
４
０
２
）
６
８
２
５

エ
ガ
ン
セ
倉
津
義
久
よ
り

皆
さ
ま
へ　

音
楽
フ
ェ
ス
の
ご
案
内

「エガンセ倉津義久」アクネ大使
阿久根の倉津区で育った熱唱系シンガー 
ソングライター。

「ＨＡＹＡＢＵＳＡ」
アクネ大使　佐潟武さん（左）

阿
久
根
市
政
施
行
60

周
年
記
念
阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り

チケットは売り切れ次第、販売終了Z
お買い求めはお早めにY

「
大
好
き
な
阿
久
根
で
１
５
０
０
人
集

め
て
野
外
フ
ェ
ス
や
る
ぞ
Y
」
と
、
同

級
生
が
数
十
人
集
ま
っ
た
飲
み
会
で
自

分
が
言
い
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、た
く
さ
ん
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、

つ
い
に
始
ま
る
今
回
の
手
作
り
音
楽

フ
ェ
ス
。

自
分
に
対
す
る
『
友
情
』
と
い
う
よ

う
な
も
の
や
、「
や
る
と
言
っ
た
ら
、
や

る
Y
」
み
た
い
な
半
ば
意
地
み
た
い
に

な
っ
て
仲
間
の
み
ん
な
に
こ
こ
ま
で
に

し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

本
番
で
は
、
ま
ず
そ
れ
に
応
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
え
ば
、
ボ
ク
は
こ
れ
ま
で
10

年
以

こいじゃが阿久根実行委員会
の皆さん
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目
か
ら
は
美
し
い
浜
辺
が
、
近
づ

い
て
み
る
と
ゴ
ミ
が
目
に
つ
き
、
せ
っ

か
く
の
景
観
を
台
無
し
に
し
て
い
る
の

が
近
年
の
浜
辺
の
現
状
で
す
。

多
く
は
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
自
然
に
は
還
ら
な
い
ゴ
ミ
で
あ
り
、

蓄
積
し
続
け
、
周
囲
の
生
態
系
を
脅
か

し
、
環
境
を
破
壊
し
て
い
き
ま
す
。

ゴ
ミ
で
汚
れ
た
浜
辺
を
本
来
の
き
れ

い
な
姿
に
戻
す
に
は
、
人
の
手
で
ゴ
ミ

を
回
収
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
』
と
は
、

美
し
い
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
人
の
手
で
浜
辺
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
よ
う
と
い
う
活
動
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
、
阿
久
根
市
制
施

行
60

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、『
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
阿
久
根
』
を
鹿
児
島
県
ホ

ン
ダ
会
、
阿
久
根
市
建
友
会
、
そ
の
他

の
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活

動
の
参
加
者
を
対
象
に
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ポ
ー
チ
」
が
当
た
る
『
宝
探
し
』
や

小
学
生
等
を
対
象
と
し
た
『
Ｆ
Ｃ
鹿
児

島
サ
ッ
カ
ー
教
室
』（
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

遠

ン
活
動
終
了
後
の
12

時
か
ら
脇
本
海
岸

で
の
み
開
催
）
も
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
阿
久

根
の
浜
辺
を
安
全
で
き
れ
い
な
ウ
ミ
ガ

メ
に
も
や
さ
し
い
浜
辺
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
日
時
　
６
月
30

日
㈯

９
時
〜
12

時
ご
ろ

※
た
だ
し
、
重
機
等
の
活
動

は
15

時
ご
ろ
ま
で

◇
場
所
　
脇
本
海
水
浴
場
、
大
川
島
海

水
浴
場

※
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

素
足
で
歩
け
る
砂
浜
を
次
世
代
へ

６/３０（土）開催

ビーチクリーン阿久根
参加者募集！
会場：脇本海水浴場、大川島海水浴場

みんなで浜辺をきれいにしましょう!!
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久
根
の
海
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
景

色
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
。
今
年
の
夏
は
ぜ
ひ
、
ご
家
族
な

ど
で
阿
久
根
の
海
水
浴
場
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
阿
久
根
大
島
海
水
浴
場

海
で
遊
ぶ
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
キ
ャ
ン

プ
す
る
、
魚
を
釣
る
、
野
生
ジ
カ
に
出

会
え
て
癒
さ
れ
る
。
楽
し
さ
盛
り
だ
く

さ
ん
の
島
で
す
。
な
お
、
渡
船
の
時
刻

表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿

◇
大
川
島
海
水
浴
場

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
で
も
の
ん
び
り

安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
波
が

静
か
な
入
江
の
海
水
浴
場
で
す
。

◇
脇
本
海
水
浴
場

約
３
㎞
の
遠
浅
で
、
白
い
ビ
ー
チ
が

続
く
美
し
い
海
岸
で
す
。
年
間
を
通
し

て
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

阿
久
根
大
島
、
大
川
島
、
脇
本
の

市
内
３
海
水
浴
場
が
海
開
き
し
ま
す

７
月
７
日
㈯
〜
８
月
31

㈮
ま
で

７
月
７
日
㈯

『
海
開
き
』
夏
が
来
る
！

阿久根大島海水浴場

脇本海水浴場大川島海水浴場

海開き期間（大人600円･小人300円）
阿久根港発 大　島　発

※ ７：３０ ※ ７：４０
８：３０ ８：４０
９：３０ ９：４０

１０：３０ １０：４０
１１：００ １１：１０
１１：３０ １１：４０
１２：３０ １２：４０
１３：３０ １３：４０
１４：００ １４：１０
１５：００ １５：１０
１６：００ １６：１０
１７：００ １７：１０
１８：００ １８：１０

※ １８：３０ ※ １８：４０

南国海運株式会社　☎0996-72-0028
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

高松ダムの管理演習を実施
５月15日、16日に大雨時のダム操作に万全を期

すために、高松ダムの管理演習を行いました。

梅雨や台風シーズンを前に、ダム操作等を的確

に行うとともに、住民への周知、関係機関との連

絡調整作業など、一つひとつの作業を入念に確認

しながら演習を行っていました。

高松ダムの管理演習を行う市職員
（高松ダム管理棟）

ダ
ム

演
習

大規模災害を想定した災害画像の
伝送訓練を行う
５月17日、市役所駐車場で昨年10月に国土交通

省と災害応援協定を締結したことに伴う合同の防

災訓練が行われました。

衛星小型画像伝送装置を利用し、被災地から離

れた場所にいながら被災状況が把握できるかの訓

練を行いました。鮮明な画像で現場を把握するこ

とができたため、実際の運用方法などについて確

認し合いました。

九州地方整備局鹿児島国道事務所との
合同防災訓練（市役所駐車場）

防
災

訓
練

川内原子力発電所から20㎞圏内約9,300人の
避難先や避難経路の確認を行う
５月21日から５月25日にかけて、市内５箇所で

原子力災害対策暫定計画などの説明会を開催しま
した。これは、各集落の役員などを対象としたも
ので、川内原子力発電所から20㎞圏内にある集落
ごとの避難先や避難方法について説明を行いまし
た。
なお、原子力災害の特殊性、緊急時の医療体制、

モニタリング体制など、詳しくは４月に配布しま
した『原子力防災のしおり』をご参照ください。
また、原子力災害対策暫定計画の全文は、市ホー

ムページでご覧いただけます。

原
発

説
明

会

原子力災害対策暫定計画等に関する説明会
（脇本地区公民館）
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

商
工
観
光
課
で
は
、
観
光
に
係
る

業
務
や
特
産
品
な
ど
の
販
売
促
進
の

お
手
伝
い
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
市

が
活
気
づ
く
よ
う
に
と
、
商
・
工
業

で
働
い
て
い
る
皆
さ
ま
を
応
援
し
た

り
、
新
し
い
工
場
な
ど
を
誘
致
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
な
ら
で
は
の
美
味
し

い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
と
、『
阿
久
根
ブ
ラ
ン
ド
食
』

各 課 紹 介各 課 紹 介

の
売
り
込
み
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「

阿
久
根
う
に
丼
祭
り
」「
き
び
な

ご
祭
り
」
の
次
は
、「
伊
勢
え
び
祭

り
」
を
積
極
的
に
売
り
込
ん
で
行
き

ま
す
。

今
年
の
目
標
は
、『
も
っ
と
多
く

の
方
々
に
阿
久
根
の
食
を
、
阿
久
根

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
』
で
す
。

先
月
の
５
月
13

日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
「
阿
久
根
う
に
丼
祭
り
」

は
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
１
万
５
千
食
を
超
え
る
売
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
仕
事
を
通
し
て
自
分

自
身
、
阿
久
根
の
歴
史
や
食
の
美
味

し
さ
に
感
激
し
、多
く
の
人
々
に『
阿

久
根
ブ
ラ
ン
ド
食
』
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

『
阿
久
根
ブ
ラ
ン
ド
食
』
の
売
り

込
み
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
今
後
と
も
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
長
　
馬
見
塚
　
啓
一
）

問い合わせ先：商工観光係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１１１１・１１１２）

商工観光課です（市役所１階）

問い合わせ先：☎０９９６－７３－１２１１　水産係（内線１１６１）／林務係（内線１１６２）

水産林務課です（市役所１階）

きびすき

伊勢えび

うに丼

【
課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

水
産
林
務
課
で
は
、
一
次
産
業
で

あ
る
「
水
産
業
」
と
「
林
業
」
に
活

気
を
取
り
戻
し
、
海
と
山
か
ら
市
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「
水
産
業
」
の
関
係
で
は
、
新
し

い
事
業
と
し
て
、
阿
久
根
に
水
揚
げ

さ
れ
る
魚
の
鮮
度
保
持
対
策
に
と
、

氷
代
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
岸
地
域
の
磯
焼
け
対
策

と
し
て
、
地
元
漁
業
者
に
よ
る
ウ
ニ

生
息
地
の
密
度
管
理
の
ほ
か
、
地
元

中
学
生
の
磯
場
体
験
学
習
な
ど
を
通

し
て
、
海
へ
の
興
味
・
関
心
を
醸
成

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
林
業
」
関
係
で
は
、
有
害
鳥
獣

対
策
と
し
て
、
捕
獲
謝
金
や
捕
獲
器

の
貸
与
、
竹
林
の
チ
ッ
プ
材
搬
出
補

助
、
竹
林
貸
借
の
仲
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
の
産
地
形
成
に
は
周
辺

竹
林
の
景
観
も
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

竹
林
所
有
者
で
今
後
の
竹
林
管
理
に

不
安
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
水
産
業
・
林
業
と

も
に
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
状
況
で

す
。『
獲
る
、
採
る
』
水
産
・
林
業

か
ら
『
管
理
型
』
へ
、
そ
し
て
『
観

光
型
』
へ
と
移
行
し
、
市
・
県
・
国

外
か
ら
の
交
流
人
口
や
地
元
特
産
品

販
売
、
雇
用
の
増
を
め
ざ
し
、
関
係

者
一
体
と
な
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
地

域
づ
く
り
、
産
地
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

（
水
産
林
務
課
長
　
早
瀬
　
則
浩
）

タケノコ掘り体験
（西目自然スポーツ少年団）中学生の磯場体験学習（阿久根中）
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税務課からのお知らせ

税制改正 により、市県民税について次の項目が改正されます。

◇扶養控除の見直し
児童手当の創設及び高校の実質無償化に伴い、所得税や市県民税の

「年少扶養控除」が廃止となり、「特定扶養控除」の上乗せ部分が廃止
となります。

※〈　〉内は所得税の場合の額

◇同居特別障害者加算の特例の見直し
年少扶養控除の廃止に伴い、納税義務者の控除対象配偶者又は扶養親族が同居の特別障害者で
ある場合、配偶者控除又は扶養控除の額に23万円を加算する措置（同居特別障害者加算の特例）
を廃止し、特別障害者に係る障害者控除の額（30万円）に23万円を加算する措置に改組されます。

※〈　〉内は所得税の場合の額

【改正前】

年　　齢 控除種類 控 除 額

16歳未満 一般扶養
33万円
〈38万円〉

16歳以上23歳未満 特定扶養
45万円
〈63万円〉

【改正後】

年　　齢 控除種類 控 除 額

16歳未満 年少扶養 控除廃止

16歳以上18歳未満 一般扶養
33万円
〈38万円〉

16歳以上23歳未満 特定扶養
45万円
〈63万円〉

【改正前】

同居特別障害者加算
＋23万円〈35万円〉
（扶養控除等の加算）

扶養控除
（又は配偶者控除）
33万円〈38万円〉

＋

特別障害者控除
30万円〈40万円〉

【改正後】

年少扶養控除の廃止等
扶養控除の見直し

同居特別障害者加算
＋23万円〈35万円〉

（特別障害者控除への加算）

特別障害者控除
30万円〈40万円〉

（加算対象の改組）
特別障害者控除に加算

（市役所１階南側）
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

税制改正
◇生命保険料控除の見直し（市県民税は平成25年度適用）

生命保険料控除が改組され、次の⑴から⑶までによる各保険料控除の合計適用限度が７万円とさ

れます。

⑴　平成24年１月１日以後に締結した保険契約など（新契約）に係る控除

ア　平成24年１月１日以後に、生命保険会社又は損害保険会社等と締結した保険契約等（以下「新

契約」という。）のうち介護医療保険契約等に係る支払保険料等（介護医療保険料）について、

介護医療保険料控除（適用限度額は市県民税2.8万円、所得税４万円）が設けられます。

イ　新契約に係る一般生命保険料控除及び個人年金保険料控除の適用限度額は、それぞれ市県民

税2.8万円、所得税４万円とされます。

⑵　平成23年12月31日以前に締結した保険契約などに係る控除

平成23年12月31日以前に生命保険会社又は損害保険会社等締結した保険契約など（以下「旧契

約」という。）については、従前の一般生命保険料控除及び個人年金保険料控除（それぞれ適用

限度額は市県民税3.5万円、所得税５万円）を適用します。

⑶　新契約と旧契約の双方について保険料控除の適用を受ける場合の控除

上記⑴イ及び⑵にかかわらず、一般生命保険料控除又は個人年金保険料控除の控除額は、それ

ぞれ次に掲げる金額の合計額とされます。

ア　新契約の支払保険料等につき、改正後の控除額の計算式により計算した金額

イ　旧契約の支払保険料等につき、従前の控除額計算式により計算した金額

◇肉用牛の売却による農業所得の課税の特例について
免税対象牛の売却頭数要件の上限を、現行の年間2,000頭から年間

1,500頭に引き下げ、上限の頭数を超える部分の所得は免税対象から
除外することとします。

また、免税対象牛の対象範囲からこれまで売却価格100万円以上の

交雑種を除外していたものを80万円に引き下げます。なお、この適用

期限を平成27年度まで延長します。

◇証券税制について
上場株式などの配当所得及び譲渡所得などに対する市県民税の軽減税率の適用期限が２年延長さ

れ、平成25年12月31日までとなりました。

◇市税の不申告等に関する過料について
市県民税等の正当な理由がなく申告をしなかった者に対する過料の額を３万円以下から10万円以

下に引き上げるとともに、たばこ税、鉱産税及び特別土地保有税の不申告に対し、10万円以下の過

料を科すことになりました。

※問い合わせ先　税務課　課税係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４４３・１４４４）

（市県民税）
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て

の
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る

状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
現
況
届
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

◇
受
付
期
限
　
６
月
29
日
㈮
ま
で
の
平
日

８
時
30
分
〜
19
時

※
問
い
合
わ
せ
先
　
生
き
が
い
対
策
課

児
童
対
策
係
（
市
役
所
１
階
５
番
窓
口)

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２
）

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
へ

昨
年
度
、
全
額
公
費
負
担
で
実
施
い
た
し

ま
し
た
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
を
、
今
年
度
も
引
き
続
き

無
料
で
行
い
ま
す
。

◇
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

中
学
１
年
（
13
歳
相
当
）
か
ら
高
校
１
年

ま
で
（
16
歳
相
当
）
の
女
性
が
対
象
。
た

だ
し
、
17
歳
と
な
る
女
性
（
高
校
２
年
相

当
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
中
に
本
事
業

で
接
種
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
。

◇
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

（
全
額
公
費
）
助
成
の
延
長

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
が
対
象
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

県
で
は
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効
と

さ
れ
て
い
る
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん

検
診
を
、
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
検
診
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間
　
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

◇
検
診
費
用
　
自
己
負
担
額
　
３
１
５
０
円

※
通
常
の
３
割
以
下
の
金
額

◇
対

象

者
　
50

歳
以
上
（
受
診
日
時
点
）

の
鹿
児
島
県
民
の
方

※
市
の
が
ん
検
診
な
ど
で「
要
精
密
検
査
」

と
な
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

◇
検
診
機
関
　
県
に
登
録
さ
れ
た
医
療
機
関

な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
　
が
ん
対
策
・
歯
科
保
健
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
１

http://www.pref.kagoshim
a.jp/

低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診
費

の
助
成
事
業

◇
日
時
　
７
月
24
日
・
25
日
　
９
時
開
始

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

◇
募
集
人
員
　
30
名

◇
申
込
期
限
　
７
月
６
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

◇
受
講
料
　
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

防
火
管
理
者
資
格
（
甲
種
）

取
得
講
習
会

◇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

鹿
児
島
労
働
局
な
ど
の
要
請
に
よ
り
、
出

張
特
別
試
験
を
行
い
ま
す
。

◇
試
験
の
種
類

第
一
・
二
種
衛
生
管
理
者
、
一
・
二
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク

レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
（
ク
レ
ー
ン

限
定
）、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
潜

水
士
、
発
破
技
士
、
揚
貨
装
置
運
転
士

◇
受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

６
月
25

日(

月)

ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

た
だ
し
、
一
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、

ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
は
７
月
10

日
㈫
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

※
問
い
合
わ
せ
先

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
（
４
３
）
３
３
８
１

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験
の
ご
案
内

人
事
院
で
は
、
平
成
24
年
度
国
家
公
務
員

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
、
社
会
人
（
係

員
級
）
試
験
）、
税
務
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

◇
受
験
申
込
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
26
日
㈫
〜
７
月
５
日
㈭

・
郵
送
ま
た
は
持
参

７
月
２
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
院
九
州
事
務
局

〒
８
９
２
ー
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

http://www.jinji.go.jp/

地
域
の
方
々
の
共
生
・
協
働
に
よ
る
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

県
内
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
北
薩
地
域
で
地
域
資
源
な

ど
を
活
用
し
て
行
う
県
境
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

対
し
て
事
業
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◇
助
成
額

助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
。
助
成

額
上
限
は
25

万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）。

◇
事
業
実
施
期
間

平
成
25
年
３
月
27
日
㈬
ま
で

◇
申
込
期
限
　
７
月
２
日
㈪
必
着

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
地
域
振
興
局

総
務
企
画
部
　
総
務
企
画
課

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
１
０
７
（
直
通
）

北
薩
地
域
県
境
交
流

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
募
集
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中
・
高
校
生
、
一
般
（
概
ね
30

歳
ま
で
）

を
対
象
に
木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
書
は
県
内
の

各
中
学
・
高
等
学
校
、
職
業
安
定
所
、
当
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
24
日
㈫
　
９
時
〜
12
時
30
分

◇
申
込
期
限
　
７
月
19
日
㈭
ま
で

◇
参
加
費
　
無
料
で
す
が
、
１
日
傷
害
保
険

へ
の
加
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

県
で
は
、
親
子
で
療
養
所
訪
問
を
希
望
さ

れ
る
方
々
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
料
は

無
料
で
す
が
、
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
実
施
日
時
　
８
月
９
日
㈭

８
時
15
分
（
県
庁
集
合
）

◇
訪
問
場
所
　
星
塚
敬
愛
園

鹿
屋
市
星
塚
町
４
２
０
４

◇
募
集
対
象
　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
そ

の
保
護
者
な
ど

◇
募
集
期
限
　
７
月
17
日
㈬
ま
で

※
申
込
先
　
県
庁
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
　
ハ
ン
セ
ン
病
担
当

〒
８
９
９
ー
８
５
７
７

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
０

℻
　
０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
５
６

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

親
子
で
療
養
所
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か

kansensy@
pref.kagoshim

a.lg.jp

◇
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
監
視
員

・
募
集
人
員
　
３
名

・
勤
務
場
所
　
阿
久
根
市
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

・
勤
務
期
間
　
７
月
21
日
〜
８
月
31
日

・
勤
務
曜
日
　
火
曜
〜
日
曜
（
月
曜
休
み
）

・
勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時

・
資
格
　
高
校
生
以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
方

・
申
込
期
限
　
７
月
５
日
㈭
　
17
時
ま
で

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
監
視
員
を

募
集

市
で
は
、
市
内
地
図
等
を
表
示
し
た
案
内

板
を
市
役
所
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
の
案
内
板
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

広
告
の
募
集
か
ら
案
内
板
の
設
置
ま
で

は
、
次
の
と
お
り
市
が
協
定
を
締
結
し
た
事

業
者
が
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
者
が
市
内
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
広
告
の
掲
載
に
つ
い
て

市
役
所
庁
舎
案
内
板
へ
の

広
告
募
集

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◇
市
協
定
事
業
者

表
示
灯
株
式
会
社
福
岡
支
社

☎
０
９
２
（
７
６
１
）
２
６
１
１

◇
広
告
募
集
期
間

６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で

◇
案
内
板
設
置
時
期
　
10
月
頃

※
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
職
員
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
５
）

平
成
24
年
８
月
７
日
に
任
期
満
了
と
な
る

鹿
児
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
選
挙

が
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

◇
選
挙
期
日
　
８
月
２
日
㈭

◇
選
挙
期
日
の
告
示
日
　
７
月
24
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

鹿
児
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て

農
家
の
皆
さ
ま
が
排
出
す
る
ハ
ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
は
、
焼
却
や
埋
め
立
て
処

分
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ハ
ト
メ
・
マ
イ
カ
ー
線
等
を
取
り

除
い
て
収
集
場
所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
　
時
　
６
月
22
日
㈮
　
８
時
〜
10
時

◇
場
　
　
所
　
市
民
会
館
前
広
場

Ｊ
Ａ
三
笠
肥
育
牛
積
込
所

◇
処
理
料
金
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
　
13
円
／
㎏

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
Y

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
　
10
円
／
㎏

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
７
）

◇
販
売
日
　
７
月
５
日
㈭
　
９
時
〜
11
時

◇
単
　
価
　
１
本
　
20
円

◇
場
　
所
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
販
売
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
苗
が

無
く
な
り
次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

寒
小
ギ
ク
苗
の
販
売

阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
市

報
１
月
号
で
名
称
の
募
集
を
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
選
定
し

た
結
果
、

『
阿
久
根
市
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
』
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
実
施
日
は
７
月
１
日
か
ら
で
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

名
称
を
変
更
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
住
み
よ
い
街
づ
く

り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
発
売
期
間
　
７
月
９
日
〜
７
月
27
日

◇
抽
せ
ん
日
　
８
月
７
日
㈫

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販
売

一
等
賞
金
４
億
円
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図書館へ行こうY
　録音図書のご案内
本だけでなく録音図書

（ＣＤ・カセットテープ）
も充実しています。『ラジ
オ深夜便』や『落語シリー
ズ』など聞いて楽しい物語
をぜひご利用ください。

　新刊案内
・『ブラッド・スクーパ』 森　博嗣（著）

立ち寄った村の庄屋で用心棒を乞
われるゼン。働き口を探してはいた
ものの、刀を使うような仕事は気乗
りせず、一度は断るが…。若き侍は
なぜ剣を抜くのか。「正義」のためか、
それとも「強さ」の希求か。

・『旅屋おかえり』 原田マハ（著）
唯一のレギュラー番組が打ち切り
になった売れないタレント・丘えり
か。ひょんなことから、事情を抱え
た依頼人に代わって旅をする「旅屋」
を始めることに…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・７月７日㈯　14時～　バンビ教室

（読み聞かせ）
・７月13日㈮　16時～　映画会・バンビ教室

（読み聞かせ）
・７月14日㈯　14時～　映画会
・７月21日㈯　14時～　手作り教室

・『さよならクリストファー・ロビン』
高橋源一郎（著）

いつの間にか、いつものように、
暗闇の中で、ぼくはお話の中に入り
こんでいる。パパのお話の中には、
いつもぼくのいる場所がある気がす
る。子どもたちのために書かれた物
語をめぐる新しい冒険。

・『おひさまやのおへんじシール』
茂市久美子（作）

うさぎのお店「おひさまや」には、
不思議なものが置いてあります。う
さぎが、ひとり暮らしのおばあさん
にすすめたのは、呼べば返事をして
くれる「おへんじシール」でした。

５月30日㈬のチャレンジデーにご参加くださった市民の皆さま、ご

協力ありがとうございました。昨年と比較すると、参加率は10.1ポイ

ントの増、参加者は2,266人の増という過去最高の結果となりました。

また、対戦相手の「北海道芦別市」は参加率22.5％、参加者3,733
人とのことでした。

このチャレンジデーをきっかけに、毎日の生活に運動習慣を取り入

れ、健康づくりに心がけましょうZ

※問い合わせ先

生涯学習課　スポーツ係　☎０９９６－７２－１０５１

チャレンジデーの参加率　３０.７％　　参加者　７,１４４人
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

幼
き
日
煙き

せ

る管
の
掃
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す
る
わ
れ
の
頭
を
父
は
撫
で
て
く
れ
た
り 

赤
﨑
　
タ
エ

連
休
も
花
見
も
わ
れ
に
は
人
ご
と
と
病
む
膝
か
ば
ひ
畑
の
草
引
く 

野
村
　
克
江

桃
の
花
風
に
ひ
ら
ひ
ら
散
り
て
を
り
そ
の
著し
る

き
赤
幼
の
ご
と
し 

木
場
　
克
子

福
岡
に
暮
ら
す
息
子
は
手
み
や
げ
の
忘
れ
な
草
を
植
え
て
く
れ
た
り 

川
畑
　
ス
ミ

北
東
の
風
に
か
あ
ら
ん
大
島
の
瀬
を
打
つ
波
の
け
ふ
は
目
に
沁
む 

遠
矢
　
　
律

算そ
ろ

盤ば
ん

を
は
じ
き
紙
幣
を
数
へ
た
る
仕
事
一い

ち

途づ

の
昭
和
は
遠
し 

河
南
誠
一
郎

言
ひ
そ
び
れ
し
言
葉
一
つ
に
悔
の
こ
る
折
ふ
し
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け
る
心
の
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ま
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白
濵
　
ノ
ブ

終
バ
ス
の
車
内
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流
る
る
昭
和
歌
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亡
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こ

八
番
の
歌
も
き
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え
て 

亀
澤
　
笑
子

肥
料
代
の
足
し
に
と
思
ひ
僅
か
な
る
豌
豆
を
そ
つ
と
売
り
に
行
き
た
り 

有
田
イ
チ
エ

朝
の
日
は
桜
に
昇
り
夕
つ
日
は
桜
に
隠
る
大
和
の
春
は 

別
府
　
義
明

　
日
本
国
内
の
ジ
ム
に
所
属
し
て
い
る

選
手
の
『
世
界
戦
』
は
過
去
600
試
合
以

上
。
そ
の
う
ち
、
淵
上
選
手
が
所
属
し

て
い
る
ミ
ド
ル
級
の
試
合
数
は
、
淵
上

選
手
の
試
合
を
含
め
、
た
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の
２
回
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か
な
く
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日
本
未
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試
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数
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回
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で
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。
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、
今
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狙
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思
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。
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世
界
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も
同
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だ
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思
い
ま
す
。

再
び
世
界
を
目
指
す
淵
上
選
手
を
心
か

ら
応
援
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
　（
寺
園
）

人のうごき
５月31日現在

（　）は前月比

人　口
23,041人
（−47人）

男
10,799人
（−19人）

女
12,242人
（−28人）

世帯数
10,591世帯
（−10世帯）

出 生 15人
死 亡 39人
転 入 40人
転 出 63人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
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福
をお祈
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い
た
し
ま
す
。

椿
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）
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落
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落
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潟
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健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大石電機設備工業㈱の皆さまが、毎朝子どもたちの登校時、

阿久根中学校の正門前通りの清掃活動を20年前から行ってい

ます。「挨拶を交わしながら、子どもたちが気持ちよく登校で

きたらと思ってやっています。」と社長の大石長久さんは話し

ていました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。清掃活動を行う大石電機設備工業㈱の

職員の皆さま

其
の
六
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

遠と
お

　

矢や

　
由ゆ

　

唯い
　

さ
ん
™0

◇性格は・・・

明るく陽気な性格ですが、人見知りします

◇理想のタイプ

食べ物の好き嫌いがなく、誠実な人

◇阿久根についてひと言

食べ物がおいしく、人とのつながりを感じる

とても温かいところ

◇このごろ気になる出来事は

愛犬（名前　茶々丸）の毛を丸刈りにしたこと。

毎年夏になると刈るのですが、かわいいですよ。

※１株式会社ライフメディア

「家庭用ウォーターサーバー満足度調査２００９秋」

コンセント一つで、すぐに設置完了!!　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面倒な工事は一切必要ありません。

ご注文・お問い合せ先

阿久根市波留１７６３番地１ ＦＡＸ：０９９６－６８－０９９０

アクアクララくまもと販売代理店

ほくさつアクアショップ ✆０１２０－００４－０３２✆０１２０－００４－０３２

はお済みですか？

ＴＥＬ：０９９６－７２－２９９６
ＦＡＸ：０９９６－６８－０９９０

〒８９９－１６２５

阿久根市波留１７６３番地１

（鹿児島県行政書士会所属）

「車庫証明手続」「名義変更・住所変更手続」は

お任せ下さい！

行政書士 寺地　康朗

玩具センターたなか
☎７２－０８７８本町通り

家紋入れは無料でお入れ致し

ます。ぜひ一度ご覧ください。

カタログ価格より

３割～４割引
家紋入れ お早めに家紋入れ お早めに

　の食材が揃う朝市の紹介Y
（６月下旬〜７月中旬開催分）

　ぁからんじょふるさと市

・６/24㈰　９時～12時

広域農道沿い会場にて

安心・安全を第一に、地元で

生産された農産物や加工品を

地区の方が販売しています。

※問い合わせ先　農政課　農政管理係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１１３７）

　鮮朝市

・７/８㈰　８時30分～11時

水産振興センターにて

阿久根港で水揚げされた鮮魚

や水産加工品などを販売。旬の

食材の試食・体験コーナーもあります。

※問い合わせ先　水産林務課　水産係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１１６１）

　久根旬の朝市

・７/15㈰　９時30分～11時

Ａコープ三笠店前にて

野菜や柑橘類などの新鮮な農

産物のほか、地元で生産された

三笠牛の牛肉などを販売します。

※問い合わせ先　農政課　農政管理係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１１３７）

旬

く

新

阿


